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「堀江貴文日記」を読んで
～自分を探し続けた青年～

〈1)曰l●●に現れた0の叫び
前口

'法

の すれすれ(o tヽh,ed8o)を

駆け援けたホリエモン1では 時代の流れ

の中に増江氏を位置づけて考栞した 今

回は 堀江民の内面について考難 てみ

たい

斜め読みした週刊おこ堀江氏力● さヽく

て細かったことが■かれていた 支配を受

けている子どもが示すサインの一つた 親

ま夫働きで 父は企業攣士 母も厳しく

たとえ100点 を取つても褒めなかったとい

う強力なトレーナーが生まれながらに2

人いたような環境て トレー=ン グ●追わ

れたことが推察された

壼情は十分にもらつたのだろうか… 気

になった私ま 鴨 江彙文日配,を恰って

みた 長文のところ0目を自める すると

さつそく2004年 1月に夕のような:3豊力
`

あつた く『反響頂き第二段 1100億 稼

ぐ仕事術の餞者感想に思うこと2よたo●■
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ここに 読者との質疑応答が記載されて

いた 気になつた部分を転餃すう
(■が読者からの意見)

<以 下転載>

■「コスト削減のところや 人が去つていっ

たところは 冷淡な感じがしたけ

“a水会
`υ
咬らス と,ヽヽま慟 薔ヽ行螢

特のせの中 ずぅと口じ人と一
"に
仕事が

で

`る

わけありませス
^だ
れしもいつかは鋤れ

メ■ のです 残鮨ですが それが現実で

'え
別するわけではないのt蜘 り●りは人

事では,い フなが ,合然め もいま,

コr―見普通に出来そうである …が その

持続が,I常に難しいのではないかリ

んで お姥輌 卑にする方琺を相足しま

'短
用で■啜つて咸功体験をひとつでもい

いからllることで,短 期というのは■くても

歓ヶ月 その

“

は 潤りヽヽ間関係すら崩壕

ざせて,ヽ とヽい,党●tな り量0こと崚査

をもれてltり颯むということゎぜがあり,力 ヽ

奎うこと食事は人事なのでもれないまだ

さヽヽ成功倅験を―度でもつ0と 快慮がヽ

れられなくなうので もう―庄崚 し,Кて 鮎

果としてお亀するようで,

日「最後のiベージ 「諸行無富Jのll分

饉人的に良かったですJ

責わらないものを採tだす0が 結局 私の

人生の最姜ヨ=わ かもしれません 今のと

こうありそうにないですが

く以上 転筵終わり>

これを飾まれた方はどう感じただろうか 私

は 最後の3ン ド●叫びを感した

(2)「羹わらないものJを求め籠け

た子ども
この世に生れ落ちた子どもにとつて この世

と自分をつなぐ絆は親である 同時に その

親は癒しと回嶺を与えてくれる安全基地でも

ある

颯が 生llt落ちたある力はまの自分を認

めてくれるから自分の●.在に自信を持ち

帰ると受け入れК れるところがあるから

安 0して口険の世界へと旅立つことがで

きる 自分が生きていくために この世で

信じることがで る

i変わらないもの1

-そ れは 「無IIの現の愛jなのだ

自分は成長し変化していく浮き沈みも

あ秘

'だ

が 自分がどんなに変化し

どんな状態にあつても親の自分に対する

愛だけは 変わらない しかし彼|よそ

の『変わらないも●をもらうことができな

かつた この世に孤独に漂白する彼は 自

分で『変わらないもの』を探さざるを得な

かつた

そして とりあえず見つけた

『変わらないもの1

-そ れが 「金Jだつたのではないたろう

か錮 江氏の上E最 初の回答は 親と自

分との関係を示崚しているよう0私にはs

える 求めても掲られなかった親との関係

は[覆水盆にかえらJ所 詮この世は『富

l●無常』と

"り

切つて思いを封印するしか

なかつた

もっとも血の濃い親子と うヽ人間関係で

きえもが『路行無林1の中にあるのならま

自分とこの世のすべての関係は無常
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自分とは あってなきがごとき存在になっ

てしまう 求めても得られない孤祉 諦観

の中(『 成功体験』ま自分が鳳められる

という『快感Jを与えてくれた

自分の存在が人に認めてもらえる快惑

は それまで親から肯定的ストローク(その

人の存在を認める働きかけ)を得られずス

ト●―クm錬 に陥つていたとすれば f周リ

の人間関係すら崩崚させても』欲しいと思

えたのでまないだろうか

スト0-ク に飢えた人間は グームを仕

掛ける 普段 llってもらえない子供がい

たずらしてわざと懸られるよう。無視され

るよりも 怒られてでもいいから思情の交

流が欲しいのである それがマイナスのス

ト0-ク (まずい食べ物)であれ スM― ク

ゼロ軌 餓)よりまましなのた

彼は 自分を認めてもらうために「マネー

ゲームJ=突 ったった 彼にとつて 経営

ははなからこの次だったのだのかもしれな

しヽ

自分を認めてもらうこと

一そのために会社はあった

その名ti[ヽ,too`」

―まさに 餃力●生きていくための入,ロ

たつた

そして 世界―になる その時彼は 世界

中から認知される 彼は賭けたのかもしれ

ない その時 『変わらないtaが この手

に入るだろうかと

し力し 心の底では気づいていたはず

た 親の無償の愛情に代わるものは 『今

のところありそうにない」ことを_

(3)生きるための入リロ

O vedoo「)は、そこにある
私は またも「少年IJを思い出してしまつ

た 生まれた時からヽ レー=ン グ(しつけ)が

優肇 親から愛を得られなかoた′少年AJ

もまた スト。―クの飢えを満たすため 自分

の存在を認めさせるため 破滅的な「殺人

ケームJを仕絆けた 「少年A]を「堀江費

文メ=「殺人グームJを
'マ
ネーケームJこ

置き換えても そっ0そ のまま当てはまる

なぜ 最後は破減に向かうのか 求めても

求めても0が 満たされないからである 0の

空渭は お金やモ′では決して埋められな

C  ヽ 埋められないから さら,大きなり で

埋めようとする 種から得られなかった自分

ときちんと向き合つて欲しいという欲求は や

がて社会に向けられるよう。なる いの空洞

をゴミで埋めようとして埋めらんず やがて社

会が対応せざるを得なくなるのと同じだ 最

後には 「少年AJの場合は略 栞Jが 「堀

江■文りの場合は「崎崚Jが対せざるを得な

かoた

欲求が滴足されず行動が加速していくこと

を 寡族療法ではエスカレーシeンという そ

のエスカレーションを止めることができるの

は 唯―曇情しかないのだ

もう一つ感じたこと 私はどこから来てどこ

へ行くのか一人は維しも そういう根源的不

安の只中に生きている

人間にとっての始点ま親 そこから人生が

スタートする II点(ゴール,'自 分がどのよ

うな存在としてこの社会に立つかというビジ●

ン たから 自分い 性)を知ることが大切に

なる l.点と終点 この2つが揃うことによ

リベクトルが定まり人生は安定する

始点が与えられなければ 人生の方向

を定めること|||できない 始まりがなけれ

ば 終わりも見えない 生き方は 刹那的

になっていく堀江氏が場当たり的だった

のは他に方法詭がなかつたからだと思う

彼は 簡単には罪を認めないたらう

i変わらないもの』をとりあえず「金」=お

き それを得ることで自分を唸 知Jさせ

その名前によってさらに金を■る 生きる

ための入り0(ポ ータル,「●vetol J

そこを通して「金Jと
'認
知Jをl■ることが

彼の自転軍操葉げ 生,そのものであつた

から

_‐来は 法に触れない範囲でその2つを

追求したかつただろう しかし 追求すれば

するほど飢えは深刻になる ひもじ,れば

なんでもしてしまうのが人F.lだあと0年で

世界―になろうと言つていた彼は 世界を

相手にしな,ればならないほど,卜の空洞

が広が,も うギリつ のところ=追い詰めら

れていたのかもしれない 「ライプドアJをど

んなに巨大にしようとも始点よ見つからな

い その馬燥が彼を迫い詰めていったので

はないだろうか

「一体 おれは誰なんだ !Jそういう叫び

が聞こえる気がす鶴

彼がくずおれた時 救うことがであ のは

現しかいない 一から出直せとはつぱをか

けるのでまなく ただ受入れ抱きじめてあ

げることだ 「おまえ(あなた)な私たちの

子どもだ(よ)」セ

そこで彼は 初めて始点に立つことがで

きる そう 親が本当の「し,●
`oo`」
(生き

るための入リロ)なのだ そこから 本当の

人生が始お

(中尾笑司)
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